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※ あ：日本専門医機構認定講習　　　　　い ：オンデマンド配信

10：00 ～ 11：00

9：40 ～ 9：50

教育セミナー I
婦人科腫瘍の未来を拓く：臨床試験の最前線

座長：松本光史
演者：原野謙一、西川忠曉

開会の挨拶　当番世話人：横山良仁

14：50 ～ 15：00 閉会の挨拶

8：40 ～ 9：40 教育セミナーⅡ
婦人科がん治療の未来を創る：

FIGO2023 分類と重粒子線治療の臨床革新
座長：竹原和宏

演者：安田政実、赤松妃呂子

9：50 ～ 10：50 スポンサードセミナー 4
これからの子宮頸がん治療

～限りない進歩へ：婦人科腫瘍医の役割とは～
座長：京　　哲　演者：馬場　長

共催：MSD 株式会社

11：00 ～ 12：00 スポンサードセミナー 5
子宮体がんに対する薬物療法 2025

～芒種の候、実臨床における論点と動向と～
座長：吉野　潔　演者：鈴木史朗

共催：エーザイ株式会社

12：10 ～ 13：10 ランチョンセミナー 3
これからの子宮頸がん治療戦略を考える

座長：馬場　長　演者：吉原弘祐

共催：中外製薬株式会社

13：20 ～ 14：40

インターグループセッション
Back to the future

～時代を跨ぐ臨床試験グループの軌跡と今後～

座長：佐藤慎也
演者：杉山　徹、本橋　卓、薮野　彰、利部正裕

11：10 ～ 12：10 スポンサードセミナー 1
子宮体癌治療の過去、現在、未来、

それとともに考えていくべき様々な視点
座長：加藤聖子　演者：久慈志保

共催：MSD 株式会社

12：20 ～ 13：20 ランチョンセミナー 1
子宮頸がんの薬物療法ー手術から薬物療法までー

座長：徳永英樹
演者：松浦基樹、藤原聡枝

共催：リジェネロン・ジャパン株式会社

12：20 ～ 13：20 ランチョンセミナー 2
進行再発子宮体がん 薬物療法の新展開

座長：永瀬　智　演者：松村謙臣

共催：アストラゼネカ株式会社

13：30 ～ 15：00

シンポジウム I
臨床試験を立ち上げる：

CQ の立案から実現までの実践ガイド
PART 1 CQ の提案とプロトコールコンセプトの立案

座長：岩瀬春子、平澤　猛
演者：西尾　真、山口拓洋、千代田達幸

13：30 ～ 15：00

シンポジウム III
子宮体癌における妊孕性温存療法の最前線と未来展望

座長：山上　亘、進　伸幸
演者：三橋　暁、坂井健良、原賀順子、鈴木　直

15：10 ～ 16：40

シンポジウムⅡ
臨床試験を立ち上げる：

CQ の立案から実現までの実践ガイド
Part2 試験を実際に走らせる

座長：島田宗昭、武隈宗孝
演者：浅野武夫、中川聡史、田部　宏

15：10 ～ 16：40

シンポジウム IV
製薬会社の創薬研究から実用化までの取り組み

座長：織田克利、吉原弘祐
演者：東　恭一、目良清美、櫻井実香、鈴木拓也、駒田俊裕

16：50 ～ 17：50

スポンサードセミナー 3
進行卵巣がん初回治療戦略を再考する

座長：小林佑介　演者：庄子忠宏
共催：アストラゼネカ株式会社 /MSD 株式会社

18：00 ～ 19：00

スポンサードセミナー 2
臨床・統計の視点から見た卵巣がん薬物療法のエビデンス

座長：鈴木　直
演者：竹原和宏、森田智視

共催：武田薬品工業株式会社
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